





本稿では、東海学園大学スポーツ健康科学部で  2019 年度に開講された「保健体育科教育法（陸上）」
の授業内容について報告するとともに、教科指導法における単元計画の作成と対面指導の有用性につい
て、学生たちの声をもとに考えてみたい。









































3 年次春学期の開講科目である「保健体育科教育法（陸上）」は、毎年度 90 名程度の履修者を 2 クラ
スに分け、2 名の教員が 1 クラスずつ担当している。2019 年度の受講者は 73 名と例年に比べ少なく、










1 グループは 12-13 人とした。また、模擬授業
は全員が最低 2 回は実践できるよう設定し、14
週目と 15 週目は希望者による模擬授業 3 回目
を行った。今年度は受講者が過年度よりも少な
かったため、模擬授業 1 回目が全 4 週（第 4-7 週、
90 分× 4 回）で終了できた。これにより、1 週












1）学習指導案作成 → 2）担当教員への学習指導案提出（模擬授業 1 週間前） → 3）学習指導案の返却 / 受取（模
擬授業 5 日前）※必要に応じて対面指導あり → 4）模擬授業本番（最終的な学習指導案の提出） → 5）担当
教員との振り返り（授業後 1 週間以内）※対面指導にて実施 → 6）授業報告書の作成・提出（PC にて作成、
授業後 1 週間以内）







































模擬授業 1 回目と 2 回目のあいだには
2 コマ分（第 8・9 週）の時間を確保し、














































　 1 回目の授業では、その 1 個の授業のための指導や準備だけしかしていなかったけど、単元計画を
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